
課題解決DXコンソーシアムにおける

共同研究型インターンシップ

～学生向け説明会～
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HU VISION 2030（北海道大学2030年のあるべき姿）
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Excellence と Extension の融合による未来社会の開拓者育成プログラム
（令和６年度：EXEX博士人材フェローシップ）
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課題解決DX人材コンソーシアム
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北海道⼤学【中核機関】

DXアドバイザー

数理・データサイエンス
センター

Ph.Discover

D4cアカデミー

道内IT企業

経済連合会

IT推進協会

北海道

道内経済団体

⾏政機関

・参加企業の募集
・会員団体や会員企業に対する周知・展開

課題解決DX
コンソーシアム

商⼯会議所連合会

⼤学院教育推進 機構と産学・地
域共働推進機構 による共同設置

・参加学⽣の募集
・参加企業との派遣調整
・研究成果のとりまとめ
・企業との守秘義務に係る契約
・派遣に係る費⽤負担

⽇本オラクル

・学⽣に対する基礎的なDX教育
・課題解決のアドバイス

・デジタル⼈材育成協議会での情報共有
・事業成果の周知・展開
・参加企業に向けた各種補助事業等の紹介

北海道経済産業局

博⼠課程（前期・後期）⼤学院⽣
・リアル企業における⽣データを活⽤した分析を実践
・道内企業の成⻑発展に向けた課題の把握
・道内企業のDX推進に貢献した経験実績、その他

道内企業・地⽅⾃治体
・保有するデータの分析により課題の把握
・データ解析により新たな成⻑戦略の創出
・ DXの推進による業務改善、新たなビジネス展開、その他

共同研究型
インターンシップ

共同研究型インターシップの
共通プログラムの作成／
研究結果の検証、公表

共創教育センター

TIS北海道

DXの道内展開・デジタル⼈材の育成によるSociety5.0推進のためのプラットフォーム



共同研究型インターンシップ
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定期的派遣型

グループワーク型

集中派遣型

インターンシップのタイプ

DXによる地域や企業の課題抽出・解決とそれを推進できるDX⼈材の育成

企業に滞在し、問題解決を⾏う
（1名or複数名チーム）  
期間：2週間〜2ヶ⽉程度

1週間に1〜2⽇程度、定期的に
出社またはリモートワークし
ながら、問題解決を⾏う（1名
or複数名チーム） 
期間：3ヶ⽉〜半年程度

複数の学⽣がグループワークを通して解決策を検討／提案する
基本的にはオンラインでの打ち合わせにより進め、必要な際にのみ出社する 
期間：半年〜1年程度



こんなお困りごと、ありませんか？？
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顧客アンケートの活⽤
⽅法が分からない

分析テーマの設定（現状の課題）
が分からない

データはあるが有効活⽤できない

データを活⽤するイメージは
あるが、分析する⼈がいない

検証する⽅法が分からない データ活⽤の効果が継
続できない

テーマ設定現状分析 課題解決/仮説設定 効果検証 継続検証



SIP事業：ポストコロナ時代の学び方・働き方を実現するプラットフォームの構築
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SIP事業：ポストコロナ時代の学び方・働き方を実現するプラットフォームの構築：概要
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d-1-③地域産業にイノベーションをもた
らす新たな働き⽅を実現するため、「産
業」・「地域」・「⾼等教育」が連携を
図るための場（プラットフォーム）を構
築し、デジタル技術を活⽤しながら、地
域特性を⽣かした新たな産業モデルの創
出を図る。例えば、本課題の他の研究開
発テーマにおける⼈材育成と連携し、地
域の⼀次産業について、デジタル技術を
活⽤して現場の様々な情報を徹底的に分
析し、⽣産管理の最適化に取り組むデー
タドリブンな経営に転換すること等が想
定される。



課題解決DX人材コンソーシアム：メディアも注目
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北海道新聞 １月１７日電子版、１月２２日朝刊１面掲載

博⼠⼈材の未来を拓く
ウェブマガジン



共同研究型インターンシップの流れ
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DXアドバイザーの継続的な⽀援による課題解決とDX⼈材育成
インターンシップ開始までの流れ1 2 3 4 5
参加組織からの

課題の提⽰
DXアドバイザー

の決定
学⽣との

マッチング
DXアドバイザー

が選抜学⽣にDX教育
問題解決に取り組む

タイムスケジュール

2023年12⽉ 課題解決DX⼈材コンソーシアム運営委員会発⾜
2024年  1⽉ 課題解決DXコンソーシアム発⾜・参加企業の募集
2024年  2⽉ 共同研究型インターンシップ授業科⽬設定
2024年  5⽉ インターンシップ開始（通年不定期）

参加企業募集中！



博⼠課程DX教育プログラム：北海道富良野市のスマートシティ推進⽀援

：Society 5.0を牽引するDX博士人材の育成



博士課程DX教育プログラム：北海道富良野市のスマートシティ推進支援：令和3年度
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大学院
理学院

⼤学院
情報科学院

⼤学院
工学院

⼤学院
総合化学院

 材料科学専攻

 数学専攻

 総合化学専攻

 量子化学
 構造化学
 生物化学
 細胞培養工学

 情報エレクトロニクス専攻

博⼠課程⼤学院⽣（D1）8名のチーム編成

ワインチーム
「ふらのワイン」販売増を通じて、
地域特有産業・農業を維持・発展

する取り組み 

リサイクルチーム
カーボンニュートラル実現に向けた

リサイクル率90%の富良野のゴミ分別
文化を維持・発展する取り組み 

富良野市が抱える２つの課題に対して、クラウド・サービスを活用したデータ分析および
可視化を通して、参加学⽣が施策提案



「博士課程DX教育プログラム：北海道富良野市のスマートシティ推進支援」の流れ
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博士課程DX教育プログラム：北海道富良野市のスマートシティ推進支援：ワークショップ
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実際のデータを⽤いた解析：
クラウド環境の作り⽅・データ分析ツールの使い⽅・データ活⽤するデータセット

学⽣が⾃分のクラウド環境を作
り、富良野市様から提供された
データを使ってどのような解析
ができるかを実際に体験。

第２回ワークショップ

• データに基づいた現状の整理
• 整理した情報から仮説を⽴案
• 仮説の裏付けに有⽤な追加
データの有無の検討

リサイクルチームのホワイトボード

第１回ワークショップ



博士課程DX教育プログラム：北海道富良野市のスマートシティ推進支援：フィールドワーク
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ワインチーム リサイクルチーム

ワイン⼯場、ブドウ果樹研究所、
ブドウ農園、市内販売店舗、を⾒学

リサイクルセンター、
市内ゴミステーション、を⾒学

データ解析に加えて、実際に現地視察し、関係者から⽣の声を聞き、施策の提案に向けて役⽴てる



博士課程DX教育プログラム：北海道富良野市のスマートシティ推進支援：最終報告会
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おうちでお試しワイン
〜オンライン試飲セットで売り上げアップ〜

アプリが教えてくれる！ 正しい分類！

博⼠課程院⽣の分析⼒、発想⼒、企画⽴案⼒、プレゼン⼒に対して⾼い評価

ワインチーム リサイクルチーム



博士課程DX教育プログラム：北海道富良野市のスマートシティ推進支援：メディアも報道
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提案を実⽤化へ



博士課程DX教育プログラム：北海道富良野市のスマートシティ推進支援：令和４年度も注目
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令和５年度：「博⼠課程DX教育プログラム」 「DX提案実習」

＊富良野市 ＊⽯狩市
テーマ１：福祉

市民の健幸都市推進

テーマ２：観光
秋のゼロカーボントラベラーの若年層開拓

テーマ：エネルギー
「エネルギーの地産地消」を通じた

環境保全と地域活性化の両立

（再エネ利用×企業誘致の実現に向けた施策提案）

（富良野市健幸都市推進プランへの施策提案）

（富良野市の観光施策・実行計画への提案）

総合化学院： 総合化学専攻
理学院： 物性物理学専攻
工学院： 応用物理学専攻
環境科学院：環境物質科学専攻
情報科学院：情報科学専攻
文学院： 人文学専攻

人間科学専攻
経済学院： 現代経済経営専攻
法学研究科：法学政治学専攻

＊博⼠後期課程５名
修⼠課程８名の
⼤学院⽣が参加  



地域や企業の課題抽出とその解決とDX人材育成
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これまでの実績と共同研究型インターンシップへの展開

集中派遣型の例：北⼤⼤学院の学⽣２⼈
が、富良野市シティプロモーション推進
課でインターンシップ（就業体験）を
⾏った（2023）。写真は富良野市提供、
右は北市⻑
https://phdiscover.jp/phd/article/2350

解決策提案型の例：北⼤博⼠課程⼤学院
⽣らが富良野市に向けてカーボンニュー
トラルの促進と新しい冬の観光活性につ
いて提案（2023）
https://phdiscover.jp/phd/article/1939

集中派遣型の例：北⼤博⼠課程院⽣が、本
社を北海道⼩樽市に構える光合⾦製作所で
企業インターンシップを体験（2020）
https://phdiscover.jp/phd/article/696

等で発信博⼠⼈材の未来を拓く
ウェブマガジン
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事務的な説明事項（北海道大学）

本取組は、「⼤学院共通授業科⽬」の授業科⽬として開講
 通常の履修登録期間での履修登録が必要
 派遣先企業の希望調査を⾏うため、説明会終了後、意向確認⽤のフォームを送信

するので、参加を希望する派遣先企業（第1希望〜第３希望）を選んで申請
 グループワークの実施⽇はグループ内で⽇程調整をして

決める（曜⽇、⽇時を固定しないので参加しやすい）
 派遣先企業へ⾏くための旅費、宿泊費は⽀給
（給与や謝⾦は無い）
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フェローシップ採択者へ（北海道大学）

共創教育プログラム

・共同研究型
インターンシップ

・他大学合同合宿の参加
・サイエンスフェスタの参加

など

海外共修プログラム

・国際インターンシップ
・ラーニングサテライト
・海外研究室訪問

など

いずれかのプログラムに参加し、⼀定のポイントを獲得することが必要
（⽬安：１単位１ポイント）

or

◆選択必修の取組
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今後の手続き（北大・室工大共通）

説明会参加者へ共同研究型インターンシップの
「参加申込フォーム」を送信
 参加企業のPR資料を掲載したURLも同時にお知らせ

参加希望者は、企業PR資料を⾒て、派遣希望先
企業を第１希望から第３希望まで選択し、フォー
ムを送信


